
チーム医療推進のための看護業務頓劇WG資料  

2010．11．1．  

教♯科目  哲≠的人間書、ヰ虔痙攣書 4   60  

共通科目  実践書■■、書在学研究法1・Ⅱ′ 4   60  

分野尉   書暮と保儀政簾、書離コンサルテ「ション、書鵬   
無蓋科白  理、書攣書理■鱒書、ベッドサイドの鱒床薬理  8′  120  

書離ベルスアセスメント  

臨床判断過程鱒  2  30   

小児儀鷹生活■・母性健康生活■・小児書鱒攣助   6   90  
書円科 

漬菅  1も0   

6  
2  60  

小娘身体アセスメント・小児発達判断過程論  

検討科目  小児臨床薬理学・小児臨床判断遇程払  4  60   

実習科目  実践濃習Ⅰ・Ⅱ・Ⅱ   6  ■2ウ0  

実践演習Ⅳ  2  ・90  

計個単位（810時叩以上） 34780＋11＋240  



どのような場で活躍する  どのような場で活躍する  

特定看護師（仮称）  特定春雄師  （仮称）を考えてい  るか①  

■   
－■こ  

を考えているか②  
、、ノ■        ▲  

をもつ手どもへの症状コントロ丁ルに向けた  

生活指導と薬剤投与、  

1）痛み緩和のための薬剤投与  

2）化学療法・放射線療法・骨髄移機中  

急処置  

◆総合病院における子どもの痛卑コシトロ   

めた統合的アセスメントから必要な薬剤   

ケアを提供し、子ども家族の生活調整、   

促進  

回復力の  
率 

◆外科系の手術を受ける子どもへの痛み緩和を、1   

た革状コントロールに向けた生活指導と薬剤投  
◆訪問看準における子ども申痘髄マネジメントと必隊  

婁な薬剤の使用や生活指導   

◆救急外来におけるトリアージと初期治療の判断が   

でき、子どもの早期症状緩和と1次救急受診の母   
親への育児等の予防を含めた指導  

◆在宅治療を継続している慢性疾患をもつ子どもの  

症状コントロールに向けた生活指導と病状説臥  

から子どもへの医療舶ケアの移行の  

導  

◆小児救急外来におけるトリアーわ  

判断とその指  

特定の医行為を習得するための実習（実践涙管Ⅳ）  

とその他の科目の由連   
2010年度小児身体アセスメント研修【詳細】  

殉適霊発漸減 丹∫成   瀬  

実施期間‥平成22年9月2日～5日、9月9日～12日 署ご  

実施内容：8日間（講義、演習）  実践演習Ⅰ（実習）  
複雑なニーズを持つ小児と脊振に対し  
てrの高い書雄を実践する。解決困  
難なケースの間糧の本書を分析して、・  
小児や専族への証掩朋ケアに関わる。   

講師：DLKaronDuderぬ軋米国  

UniversityofCaJifbrnia，SanFranci＄CO  

兵庫県立大学稲学研究科特任数段（申醸     ON 

亭，NPを含むAPN育成の経験をもつ  

目的地投検討科目として、今後日如必要となる教育内  

鱒と講義演習内容、人材の検討 

実践演曹Ⅳ（実習）  
複雑なニ「ズを持つ小児と書換に対し  
て書の高い雷護を実践する。そのため  
に必壬となる特定医行為を含めた子ど  
もの状態を判断する能力ならびに必羊  
となるスキルを獲得する。  大学院生と現CNS受譲希望者への学習環境の捷像   



ヽ．  ・‥一・、・・・  

㌔イ∧演習の内容（50時間）   

｛、▼■ヽトYV‾’しや、「：丁－、1－1甘■’▲ ト，’－～㌧一て’⊥’ 丁、rこ l ■  、  

iの内容（40時廟）  
ーー   

◆ケースシナリオと肝往歴聴取の演習  

（様々な発達段偏の事例が提示され、必要な問診の内容と聞き方を根拠を含めて   
考えディスカッションを行う）  

◆消化蕃系アセスメント、栄壬歴の聴取をパートナーとチェックリストにそった確紘  

◆心血管系と呼吸者系、1と喉とのチェックリストにそった確認  

◆既往歴聴取  

◆皮膚の耳のアセスメントとパートナーとのチェックリストの確認  

◆筋骨系と反射、小児整形の14点の検査目のアセスメントとパートナーとのチェック   
リストにそった確認  

◆神経・脳神経アセスメントとパートナーとのチェックリストの確認  

◆小児の発達検査  

◆小児の発達検査に必要な機器の使用方法トレーニング  

◆視聴覚教材を利用した履歴聴取、ヘルスアセスメントの自己学習  

◆視聴覚教材を利用した心放・肺・腹部の聴取トレーニング  

◆モデルを使用した統合的シミュレーショントレーニング  

◆小児高度実践看護師としての身体検査の業務葡眉  

◆高度実践看護師としての小児のアセスメントと判断と既往歴の聴取  

◆身体のアセスメント（預・耳tl・喉）  

◆小児身体検査（包括的身体検査技術）  

◆臓器別アセえメント  

◆皮膚系、呼吸器系、心血管系、消化器系と腹部、簸骨系、  

◆小児泌尿器系、小児神経系、精神系  

◆心雑音の聴取  

◆栄養アセスメント  

◆発達アセスメント  

◆筋骨系の成長発達  

◆患春細の精神アセスメント  

◆鬱のスクリーニングツール  

◆子どもをモデルにしてのアセスメント  

◆身体検査技術のまとめとAPNの技術と臨床実践への統合   

‘■て・■‥●■へ叩・■■W■■N、‥リ∵ヽ、、サー■・で・†▼‾ヽ「い■†＞√こ∵＼■ヽ†J「丁－l‥■■、  ■ ■  

霹 学生の目指す到達レベルについて  

●成長発達を基盤にこどもの心身の反応に対   

う上で、医師の包括的指示を受け、治療にf  
非常鱒講師（医師）2名で担当  

（講義内容）  

育を行う。時に小児がん、手術、慢性疾患の領域に  
神飼育痛の績和ケアが提供できる。  

湾 症状を緩和する薬剤を中やとした薬物の分子構教  

法とその根拠、薬物動態・代謝、排泄について  

主な治療に用いられる薬剤 

消化器疾患治療薬欄尿病治療薬・高血圧治療薬  

医療薬品添付文書の読み方  

●がん、手術、慢性疾患の診療領域において、治療管理  
ジメントを医師との協働より促進し、賞の高い診療・＝療  
供する。外来では定期的な治療やフォローアップを行う  

感染制御と抗生物質  

がんの治療に用いる薬物と副作用軽減のための方策  

してヘルスアセスメントを実施し、包括的指示による検  
行を判断する。必要な診療時間の確保、短時間で効率的な  
導体制など箕の向上に寄与する。  




